
4 8 2 新潟医学会雑誌 第 118 巻 第 9 号 平成 16 年 (2 0 0 4) 9 月

1 3 　 糖 尿 病 網 膜 症 に お け る 網 膜 無 灌 流 領 域 の 部 位

的特性

杉山和歌子・安藤伸朗

済生会新潟第 二 病院眼科

【目的】 糖尿病網膜症で新生血管 ( N V) の 有無

によ る網膜 無濯流野 ( N P A) の 分布 の 特異性 に

つ い て検討 した
.

【対象】
'

o o 年 1 月 -

'

0 1 年 1 2 月に 当科 で 蛍光

眼底 ( F A) を施行 し た 7 6 1 例 の 糖尿病網 膜症 の

うち N P A を有した 5 2 例 9 7 眼.

【方法】 乳頭を中心に子午線上 で 6 等分 し乳頭

縁より 1
,

2
,

4
,

6 乳頭径 ( D D ) に 分割 し全区域

各 々 に N P A の 存在率 ( N P A を認め た眼数/ 評価

可能眼数 × 1 0 0) を調 べ た .

【結果】 N P A は N V ( - ) の 例 で は乳頭より鼻

側 2 - 4 D D 領域 に 5 0 % 以上 に
,

N V ( ＋) の 例

で は乳頭より 2 -

6 D D ( 中間周辺部) で 5 0 % 以

上に み られた
.

【結論】 N V ( ＋) で は中間周辺部 に重要な所見

が出現しやすい
.

無散瞳眼底 カ メ ラ で は中間周辺部 の 一 部 し か判

定 で き な い 事を念頭 に お い て 経過観察する こ とが

重要 である .

1 4 　 耳 側 縫 線 領 域 ― 糖 尿 病 網 膜 症 経 過 観 察 の ポ

イ ン ト
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【目 的】 糖尿病網 膜症 に お ける 網膜無濯流野

( N P A) の 分布に つ い て検討 し
,
検診 で用 い られ

て い る無散瞳眼底写真 で撮影 される部位 と比較す

る .

【対象 と方法】 2 0 0 0 年 1 月か ら 2 0 0 1 年 1 2 月 の

間に 当院で糖尿病網膜症 の 蛍光眼底造影 ( F A G)

を施行し
,
網膜光凝固 ･ 硝子体手術の既往が なく

,

詳細な F A G 所見評価可能な 5 2 例 9 7 眼を対象と

し た . 平均年齢は 5 9 . 1 歳 ( 2 9
-

8 2 歳) , 男性 2 7

例
,

女 性 2 5 例 . 蛍光 眼 底 撮 影 は 眼底 カ メ ラ

T o p c o n T R C - 5 0 u ( で撮影 し た
. 対象を新生 血管

の 有無により 2 群 に分類 し た . 全て の 対象に対 し

て
,
乳頭を中心 に子午線上 で 6 等分, 乳頭縁より

1
･

2
･

4
･

6 乳頭径 ( D D ) の 4 領域に分割 し
,
全

2 4 区画各 々 に N P A の 存在を調 べ た .

【結果】 N V の な い 症例 の
, 鼻側 2 - 4 D D 領域

に N P A が高額度 に認 め た . N V の 有無 に関わ ら

ず,
乳頭より鼻側 は耳側 に対 し て N P A が 出現 し

やすく
, 乳頭周 囲 1 D D 以内の 領域に N P A は少 な

か っ た . N V を有する もの は, 乳頭 か ら 4 - 6 D D

領域に高率 に N P A が存在 し た . 耳側 2 - 4 D D の

領域に N P A が存在する場合,
N V を有す症例 が有

意 に多か っ た (p < 0 .0 5) . 無散瞳眼底写真で撮

影 される範囲で N P A の 好発部位 は, 黄斑耳側領

域 の み であ っ た.

【結論】 検診 の 無散瞳眼底写真 で 糖尿病網膜症

を診断する場合
,
重要な観察部位 は黄斑耳側領域

である .
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【目的】 ピグ ア ナ イ ド剤 内服 で の 血 中乳酸値異

常を検討 し
, 乳酸ア シ ド - シ ス の 発症 の 危険性を

予測でき る か検討 した.

【対象と方法】 ジ ベ ト ス B ( 1 日 2 錠) 内服患者

数 1 3 9 名の 血中乳酸値を経時的にみ て
,

そ の 異常

値出現傾 向を検討 し た . 3 0 m g / dl 以上と な っ た 6

症例 に つ い て検討 し た.

【結果】 乳酸値異常 が出現 し た患者数 は 4 4 名 ,

3 1 .7 % . 内服 開始 3 ケ 月で 2 5 名 (5 6 .8 % )
,
1 0 ケ

月 で 4 1 名 (9 3 .2 % ) . 血中乳酸値 3 0 m g / dl 以上 の

出現 の 時期 は
, 内服 開始 2 ヶ 月後 に 2 名,

3 ケ 月

後 1 名,
8 ケ 月後 1 名,

1 6 ケ 月後 1 名
,

3 9 ケ 月後

1 名 . 3 0 m g/ dl 以上 が持続 した例 は
,
早め の 対応

で
一 例もな か っ た.

【考察】 軽度乳酸値異常 はそ の まま注意深く フ

ォ ロ
ー

して い れば
, 特に乳酸ア シ ド

-

シ ス の 発症

の 可能性 は少 なく , 同様 の 内服量 でよ い と思われ

る . 乳酸値 3 0 m g / dl 以上 で は内服開始直後 の 注意

深 い 血中乳酸値測定が必要と思われる .


